
私は、児童発達支援センターひゅーるぽん
「ひよこ組」で給食業務をしている管理栄
養士の伊藤綾香です。ここでは、私が
ひゅーるぽんで働くことを決めてから現在
に至るまでの、管理栄養士としての葛藤や
悩み、そこから私なりに感じたことを書き
たいと思います。 
　大学４年の秋、私はすでに実家のある地
元の企業で働くことが決まっていました。
そんなある日、クラスのホームルームの時
間にスクリーンに映し出された求人情報の
ひとつが目に飛び込んできました。
「ひゅーるぽん」という面白い名前が気に
なり、求人情報に目を向けました。そこに
は仕事内容として「障がいのある子どもた
ちの給食作りと保護者に向けた食育」と書
かれてありました。私はそれまで障がいの
ある子に関わった経験もなければ、関心が
あったわけでもありませんが、興味を持
ち、自分にできることがあるかもと思い、
すぐに見学のお願いをしました。 
　ひゅーるぽんは、建物が新しくとても清
潔感があり、周囲には自然もあってあたた
かい印象を受けました。スタッフの人もみ
んな笑顔で迎えてくれ、そのたった一回の
見学で私はここで働きたい、と強く思い、
その場で採用試験を受けたい意思を伝えま
した。それから、私は必死に勉強しまし
た。栄養士ではなく管理栄養士として
ひゅーるぽんで働きたかったからです。管
理栄養士の国家試験合格に向けて、毎日、
大学のゼミ室に一番最初に行き一番最後に
帰る生活を繰り返す毎日でしたが、その時
間は苦ではありませんでした。なぜなら

ひゅーるぽんで働くことをイメージをすると
ワクワクしたからです。 
　 
　その後、試験に無事合格しひゅーるぽんで
働くことになりました。しかし、ここから葛
藤の毎日が始まったのです。私は、考えが甘
かったのです。子どものごはん作りなら、や
ればなるようになる、と、どこかで思ってい
たのだと思います。しかし、自分の作った食
事を子どもたちが食べるということの責任の
重さに襲われました。衛生管理などは大学で
勉強し基本的知識は身につけていましたが、
実際の現場となるとまた違ってきます。大丈
夫だろうではなく、絶対に大丈夫という確信
を持って食を提供しなくてはならないので
す。食材の大きさや、硬さ、味付けの濃さな
ど本当に私が作っているものは子ども達に
とって良いものなのか、作っている時も自問
自答を繰り返しました。本屋へ何度も行き、
役に立ちそうな本を片っ端から読んでみたり
しましたが、どれもありきたりなことばかり
で参考になりませんでした。そんな時、理事
長に紹介してもらい西部こども療育センター
の管理栄養士の先生の元へ研修に行く機会を
いただきました。恥を承知で基本的なことか
ら教えていただき、子ども達への関わり方や
考え方を学びました。そこから私の考え方は
少しずつ変わっていきました。本に正解は書
いてない。答えを知っているのは子ども達自
身なんだと。子ども達、一人ひとりの様子を
しっかり観察して、食材提供の形態を変えて
いきました。しかし、自分の作っているもの
に自信がなくなり、給食を食べている子ども
たちの様子を見に行くのが怖くなり、子ども

　最後に、私が、伝えたいことは、大人が
決めつけないでほしいということです。
「この子は、これを食べないから出さな
い。」「きっとこれも食べないだろう。」
と言う考えが子どもたちの食事の幅を勝手
に狭めているかもしれません。子どもたち
は、私たちの想像を超えてきます。その時ほ
ど嬉しい時はありません。食べることを一
緒に楽しんでほしいです。食べるという行為
は、栄養を摂って身体を大きくするという
役割だけではありません。交流のひとつと
して、休憩のひとつとして、頑張る力を育て
る教材のひとつとして、たくさんの役割を
持っています。特に障がいのある子は１度こ
だわりを持ってしまうとなかなか崩すこと
が難しいように感じます。最初は嫌がり、
手をつけようとしないかもしれないけれ
ど、色々なアプローチで幅広く挑戦してい
くことをオススメします。味付けや食材の
切り方など工夫できることを一緒に考えて
いきましょう。 
　将来、子どもたちが大きくなり自分で食
べるものを選ぶようになった時を想像してく
ださい。いつも買うものが決まっていて同じ
ものを食べているより、自由に自分で考え
て選べるようになっているほうが、人生豊か
で素敵だと思いませんか？ 
　 
　給食は食べなければならないものではな
く、給食の時間を楽しみにし、友だちと楽
しく交流し、苦手なものがあっても挑戦して
やるぞと思って食べてくれたらうれしいで
す。 
　これからも、子ども達の笑顔と驚いた顔
など、色々な姿を見られるように安心安全
でおいしい給食
づくりをしていき
ます。まだまだ未
熟な私ではあり
ますがこれから
もよろしくお願
いします。

たちから逃げてしまっていた時期もありま
した。けれど、気づけばいつも子ども達の
ことを考えている自分がいました。友人と
ご飯を食べに行っても、お酒のおつまみで
さえも子ども達に出すなら、と考えること
もあります。また、出来上がったものを見
て、もっとこうすれば良かった、この食材
は違うものにするべきだった、といつも反
省を繰り返しています。でも、逆に子ども達
にはかえってその反省点こそが好評なことも
あります。私は、なかなか自分の作ったも
のに満足できないのですが、実際の評価は
子どもたち自身が教えてくれます。子ども達
の無邪気な笑顔や、素直な表情を見ている
と今度はどんな料理を食べてもらおうかと
ワクワクしながら給食づくりをしています。 

　本当に子どもたちは予測不可能で面白い
です。世の中にはいろんな食べ物があって、
子どもたちにとっては初めて見るものは怖く
て不安かもしれません。しかし「一口食べ
てみると美味しいかもよ？すぐ決めつけず、
何にでも挑戦してみようよ。」と伝えたい
です。実際、初めて出す料理に戸惑う子は
多いですが、口にできると「おいしい」「な
にこれー？」「やわらかい」「〇〇なあじ
がするよー！」といろんな感想を言ってくれ
ます。そして、一度その体験をすると、次に
また初めての料理が出ても「食べたことな
いけど、食べてみるー。」と自分から食べ
られるようになり、子どもの世界が少しず
つ広がっていくのを感じます。そういう声を
聞くたびに、また新しい食材や調理法を探
したくなります。 
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子どもたちの食に寄り添う 

　　　～　ひゅーるぽん の給食先生として　～ 

管理栄養士　伊藤　綾香


